
 

 

 

   

  

 

「北陸新幹線 細坪架道橋」が、公益社団法人プレストレストコンクリート工学会より、作品賞（土木部門）（※１）

を受賞し、令和 4年 5月 27日に表彰式が開催されました。 

今回受賞した「北陸新幹線 細坪架道橋」は、加賀温泉駅と芦原温泉駅の間に位置し、石川県加賀市細坪町

地内において、一般国道 8号と交差する、橋長 339mの 3径間連続 PC エクストラドーズド橋です。国道を跨ぐ

中央径間 155ｍは新幹線橋りょうで最長であり、支承や斜材保護管、斜材張力の構造、斜材定着部における積

雪対策、施工上必要な移動作業車の解体などが、すぐれた特色を有し，プレストレストコンクリート技術の発展に

貢献したと認められ、受賞に至りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ プレストレストコンクリート構造物の新設・改築・改修で、計画、設計、施工、あるいは美観、さ

らに改築・改修においては機能・性能の回復・向上などの面においてすぐれた特色を有し、プレス

トレストコンクリート技術の発展または普及に顕著な貢献をしたと認められる作品に対して贈ら

れる賞 

 

  

２．（公社）プレストレストコンクリート工学会 作品賞（土木部門） 

「北陸新幹線 細坪架道橋」 

完成状況全景（国道 8号福井方より空撮） 


